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◁ボールが当たっ
た食べ物の名前を
英語で伝え、アイ
テムをゲットする
ゲーム

◁カードに書かれた質問に答
えパネルを消し、隠された絵
をあてるゲーム

▷各ゲームをク
リアしてスタン
プを集める▷英語でじゃんけん

Enjoy  Englis
h

 　　　　　　　　　　　

■ English Day
　小学校１年生から６年生までを対象に、ALT と英
語によるゲームでコミュニケーションをとる取り組
みです。
　昼休みには、ALT が DJ となり、放送室から英語
の歌などが放送され、児童たちの英語を聞く力を養っ
ています（今年度は感染症防止のため実施せず）。

（表１）「CEFR A1」相当以上の英語力を有する
中学校３年生の割合（平均）

（表２）令和２年度　実用英語技能検定受験状況

小中学校の授業で英語を学ぶ時間

■ English Week プチ留学 in 摂津
　英会話にチャレン
ジしたい中学生を対
象に、ALT による英
会話レッスンを夏休
みに教育センターで
実施しています。（今
年度は感染症防止のため実施せず）
　アメリカ、カナダ、ナイジェリアなど、さまざまな
国の人と英語でコミュニケーションを楽しむことがで
きます。

■ パフォーマンステスト
　中学校の授業で英語を使ったスピーチ（パ
フォーマンス）を行い、ALT の意見も参考に
評価を行います。スピーチの課題は、休暇や
週末の過ごし方など、身近なものから行い、
学年の段階に応じてグローバルな課題に関す
るテーマにも挑戦しています。

　グローバル化に対応した英語教育が求められる今、小学校では、国際理解を深めることなどを目的に、カ
リキュラムに英語の授業が追加され、中学校でも、「英語を使って何ができるようになるか」という視点で
の授業改善が求められています。
　本市では、児童や生徒に英語に親しんでもらおうと、ALT(Assistant Language Teacher：外国人英語指
導助手 ) を各小中学校に派遣し、児童生徒や教職員とコミュニケーションを取りながら、さまざまな取り組
みを行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　教育支援課へ

学年 授業時間（合計） 内容
小学校
　3・４年生 週１時間 身近で簡単な英語を聞く・話す

小学校
　５・６年生 週２時間 聞く・話すに加え、音声で十分に慣れ

親しんだ英単語や表現を読む・書く

中学校１年生 週４時間
聞く・話す・読む・書く力をバランス
よく身に付け、日常的な話題や社会的
な話題について、英語で伝え合う

中学校２年生 週４時間

中学校３年生 週４時間

年度 摂津市 府 国
令和２年 47.7 - -
平成 31 年 43.1 46.9 44.0
平成 30 年 33.3 45.3 42.6
平成 29 年 36.5 39.5 40.7
平成 28 年 28.7 34.3 36.1

２級 準２級 ３級 ４級 合計
志願者数（人） 32 50 163 40 285
合格者（人） 1 15 87 25 128
合格率（％） 3.1 30.0 53.4 62.5 44.9（平均）

◁カードをめく
り、カードに書
かれた絵に関連
する英文を話せ
ると、画面の卵
がふ化し、進化
するゲーム

　外国語の学習者が、どのレベルまで外国語を
習得しているかを判定する時の、国際的な基準
です。
　「CEFR A1」相当以上とは、よく使われる日
常的表現や基本的な言い回しを理解し、簡単な
やりとりができるレベルで、英検３級合格レベ
ル相当です。

CEFR（セファール）ってなに？

　小学校では、英語に慣れ親
しむことを中心に、３・４年
生は「外国語活動」、５・６
年生は「外国語」という教科
として学びます。
　中学生になると、文法的な
理解を加えながらコミュニ
ケーションの質を高めていき
ます。

（％）

　市では、全公立中学校の３年生を対象に、実用英語技能検定の検定料の全額補助を行っています。高校生
レベルである準２級・２級に合格した生徒もいます。（表２）
　また、実用英語技能検定の合格という明確な目標を持つことが英語力向上の一因と考えられます。（表１）

ALT トレーナー
Joseph Portin さん

（ジョセフ ポーティン）

〜英語を楽しむ〜

■ 英語を通してさまざまな体験をして欲しい

多くの生徒が英検にチャレンジ

I can play soccer

I can play
 baseball

what is this?

It's blue

What do you want?

I want...

　We are always doing our best to have fun lessons.　Children are amazing.　Their sparkling 
eyes, their focus, and the way they remember many things.　I try to use things the children 
will know for our lessons.　For example, famous characters, sightseeing spots, and other 
famous places in this city.　If you think you are studying English, “learning” it will be difficult. 　

The English language is just a “tool” for communicating about yourself, your 
interests, and needs.　Before studying English, please set fun goals and dreams.

　What kind of countries can you visit?　What kind of people can you meet?
　By doing this, you can begin to understand - English is “fun” to learn.

（訳）子どもたちが楽しめるようなレッスンづくりに日々取り組んでいます。楽しんでいる時
の子どもたちは、目の輝きや集中力、記憶力が素晴らしいです。レッスンでは、子供たちが知っ
ているような有名なキャラクター、観光地、その他身近なものを取り入れています。英語を
勉強だと思ってしまうと身につきにくくなります。英語は自己表現や興味を広げるための道
具でしかありません。英語を学ぶ前に夢やゴールを持ってください。 どんな国に行き、どん
な人々と関わりたいかを考え、 楽しく学んでほしいと思います。

ALT にインタビュー


